
 
 

揮発性有機化合物の分析方法 

 
 揮発性有機化合物を包括的に分析する方法としては、検出器の違いによる次の

３つの方法がある。 

 

検出器 分析方法 分析原理 特 徴 

直接導入方式・配管加熱

型水素炎イオン化検出機

（ＦＩＤ１） 

 

直接導入方式・配管非加

熱型水素炎イオン化検出

機（ＦＩＤ２） 

試料ガスを直接ＦＩＤに

導入して測定する方法 

（図１、２参照） 

・すべての物質を把握することが可能。

・炭素数に比例した応答を得ることが可

能。 

・保守・操作が簡単。 

・物質によって応答性に差がある。 

 

水素炎イオン

化検出器 

（ＦＩＤ） 

カラム分離方式水素炎イ

オン化検出機 

（ＦＩＤ３） 

試料ガスからメタンを除

き、残ったガスをＦＩＤ

よって測定する方法 

（図２、３参照） 

・炭素数に比例した応答を得ることが可

能。 

・メタンを除く際に、メタン以外の物質

もあわせて除去されることがある。 

・直接高濃度の試料ガスを測定すること

はできない（希釈する必要がある）。 

・物質によって応答性に差がある。 

非分散型赤外

線検出器 

（ＮＤＩＲ） 

酸化燃焼方式・非分散型

赤外線分析機 

（ＮＤＩＲ） 

試料ガスを酸化して二酸

化炭素に変換して非分散

型赤外線検出器（ＮＤＩ

Ｒ）で測定する方法  

（図４参照） 

・すべての物質を把握することが可能。

・炭素数に比例した応答を得ることが可

能。 

・二酸化炭素を測定することになるので、

検出器の感度特性の違いによる影響を

受けない。 

・測定器は現在市販されていない。 

光イオン化検

出器（ＰＩＤ） 

光イオン化検出機 

（ＰＩＤ） 

試料ガスに紫外線を照射

しイオン化して測定する

方法。（図５参照） 

・イオン化しやすい物質ほど強い感度を

示す。 

・物質によっては、感度を示さないもの

がある。 

・防爆仕様の測定器が販売されている。
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図１ 直接導入式・配管非加熱型水素炎イオン化検出機  図２ ＦＩＤ検出器の構造例 

   （ＦＩＤ２）の流路構成例 
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図３ カラム分離方式水素炎イオン化検出機（ＦＩＤ３）の構成例 
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図４ 酸化燃焼方式・非分散型赤外線分析機（ＮＤＩＲ）の構成例 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 光イオン化検出機（ＰＩＤ）の構成例 
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